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富
山
市
直
坂
の
蚕
神
と
如
意
輪
観
音 

 

平
井 

一
雄 

 
 

 

１
、
富
山
市
直
坂
の
蚕
神 

富
山
県
富
山
市
笹
津
か
ら
猿
倉
山
へ
上
る
坂
の
途
中
で
二
松
へ
行
く
旧
道
（
廃
道
）
の
分

か
れ
道
に
「
蚕
神
」
の
石
像
が
あ
る
。
繭
玉
が
下
方
に
散
ら
ば
り
、
右
手
で
桑
の
木
を
か
つ

ぎ
、
左
手
に
蚕
の
種
紙
を
持
っ
た
女
の
神
様
が
彫
っ
て
あ
る
。
頭
は
、
蚕
の
形
に
似
せ
て
あ

る
。
と
て
も
美
し
い
女
神
像
で
す
。
昔
、
こ
の
辺
り
一
帯
に
桑
畑
が
あ
り
、
か
つ
て
は
郡
内

一
の
繭
の
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
蚕
種
は
八
尾
か
ら
入
り
、
出
来
た
繭
は
八
尾
の
集

荷
人
が
と
り
に
来
る
。
こ
の
辺
り
は
八
尾
が
繭
の
集
散
地
で
し
た
。
大
正
年
代
、
こ
の
地
に

住
ん
で
い
て
桑
を
作
っ
て
い
た
杉
本
家
の
屋
敷
神
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
像
に
似
た
絵
像
が
富
山
の
売
薬
さ
ん
が
配
置
先
に
配
っ
た
売
薬
版
画
が
あ
り
ま
す
。 

銘
文 

「
衣
襲
明
神
之
像
（
き
ぬ
が
さ
み
ょ
う
じ
ん
の
像
）」 

「
此
尊
像
ハ
桑
蚕
ノ
祖
神
ニ
而
常
陸
國
鹿
島
郡
日
向
川
村
蚕
霊
山
ニ
立
セ
給
衣
襲
明
神
即

是
也
」 

「
サ
レ
ハ
此
御
神
ヲ
祭
ル
者
ハ
桑
ヨ
ク
栄
テ
如
意
万
倍
ノ
」 

「
利
得
有
事
ウ
タ
ガ
イ
ナ
シ
」 

 

  

２
、
如
意
輪
観
音
道
標 

「
蚕
神
」
祠
堂
の
左
側
に
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
祠
堂
の
石
仏
は
「
如
意
輪
観
音
」
で
る
。

右
手
は
頬
に
当
て
て
思
惟
す
る
像
容
が
多
い
。
法
蔵
菩
薩
の
よ
う
な
五
劫
思
惟
の
お
姿
で

あ
る
が
転
法
輪
（
如
意
輪
）
を
持
つ
の
で
如
意
輪
観
音
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
頬
に
手
を
当
て

て
い
る
の
は
如
何
に
も
歯
が
痛
む
の
で
手
で
抑
え
て
い
る
よ
う
な
の
で
「
歯
痛
」
平
癒
を
祈

る
民
間
信
仰
が
各
地
の
如
意
輪
観
音
石
仏
に
あ
る
。
幼
少
期
に
こ
の
辺
に
住
ん
で
い
た
仲

間
は
「
歯
が
痛
い
時
、
塩
を
誰
に
も
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
撒
い
て
か
ら
拝
ん
で
、
後
ろ
を
見

な
い
よ
う
に
し
て
帰
る
も
の
だ
」
と
親
か
ら
聞
い
て
い
た
と
い
う
。 

 

こ
の
石
仏
に
は
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。 

右
よ
り
「
右
ハ
ふ
な
く
ら
み
ち
」 

「
山
立
山
道 

南
高
山
左
ハ
笹
津
道
」 

 

欠
落
部
分
も
あ
る
が
こ
の
よ
う
に
読
ん
で
み
た
。 

向
か
っ
て
左
に
「
文
化
四
卯
年
十
月
十
一
日
」
と
刻
ん
で
あ
る 

文
化
四
年
銘
の
立
山
道
標
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。
牛
ケ
増
「
ふ
か
た
に
ノ
湯
」
道
標
に
続

く
貴
重
な
立
山
参
詣
の
道
し
る
べ
で
あ
る
。 
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富山市直坂 右「蚕神」   左「如意輪観音道標」 蚕神 古祠堂 昭和 40年代 

蚕神 

売薬版画 蔵本家蔵 

道ゝの神はん 昭和 47年スケッチ 如意輪観音 道標 

 

                   

        

          

          

傳
ひ
曰
く
此
尊 

像
ハ
衣
襲
明
神 

に
て
古
昔
よ
り 

養
蚕
家
の
崇 

拝
せ
し
神
に 

し
て
祀
る
も
の 

ハ
桑
葉
繁
茂
し
て 

蚕
繭
育
成
し
て 

国
利
民
福
を
催
す
の 

基
な
る
云
弥 

吉
達
記 
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③氷見市早借 

早借八幡宮 

④氷見市園 

園生神社 

⑤富山市八尾町高熊 八坂社 

②高岡市福岡町小野 八幡宮 

①南砺市広安 平田神社 

富
山
県
内
に
あ
る
金
沢
型
狛
犬 

 

尾
田 

武
雄 

 

富
山
県
砺
波
地
方
の
狛
犬
の
調
査
は
石
仏
調
査
に
比
べ
、
案
外
調
査
が
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
。
石
仏
研
究
者
は
石
仏
の
他
、
石
神
、
石
塔
、
手
水
鉢
、
石
鳥
居
、
狛
犬
な
ど
も
研
究

対
象
に
さ
れ
て
き
た
が
、
狛
犬
だ
け
に
こ
だ
わ
り
調
査
研
究
し
て
い
る
人
は
案
外
少
な
い
。

そ
れ
は
神
社
境
内
に
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
単
調
な
ス
タ
イ
ル
の
も
の
が
多
く
、
興
味
が
も

た
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
が
、
よ
く
観
察
す
る
と
地
域
性
が
あ
り
石
材
の
違
い
や
、
石
工
の
遊
び
心
で
の
作

品
を
目
に
す
る
と
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る
。
特
に
金
沢
型
狛
犬
と
い
わ
れ
る
逆
立
を
し
た
狛

犬
に
は
驚
か
さ
れ
る
。
石
造
美
術
研
究
家
京
田
良
志
先
生
が
お
ど
け
た
狛
犬
と
紹
介
さ
れ

た
の
が
高
岡
市
福
岡
町
小
野
の
八
幡
宮
に
い
る
狛
犬
で
あ
る
。「
お
ど
け
て
逆
立
ち
し
て
い

る
狛
犬
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
台
座
に
は
「
明
治
三
十
四
年 

福
嶋
伊
之
助
」
と
あ
る
。

他
に
は
南
砺
市
広
安
平
田
神
社
に
は
、
狛
犬
に
銘
「
大
正
二
年 

石
工
福
嶋
伊
之
助
」
と
あ

り
、
金
沢
逆
立
ち
狛
犬
が
あ
る
。
こ
の
狛
犬
の
石
材
は
石
川
県
小
松
か
ら
採
掘
さ
れ
る
凝
灰

岩
滝
が
原
石
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
型
で
逆
立
す
る
狛
犬
は
、
金
沢

市
、
野
々
市
市
、
白
山
市
に
見
受
け
ら
れ
、
滝
本
や
す
し
北
陸
石
仏
の
会
副
会
長
（
金
沢
市
）

に
よ
る
と
石
川
県
内
に
は
約
一
二
〇
対
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
明
治
中
期
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
期
間
、
地
域
限
定
に
彫
ら
れ
た
も
の
で
、
富
山
県
内
に
あ
る
の
は
珍
し
い
。
石

工
福
嶋
伊
之
助
は
金
沢
逆
立
ち
狛
犬
を
得
意
と
し
た
名
工
と
知
ら
れ
て
い
た
。 

氷
見
市
早
借
の
葉
や
菓
子
八
幡
宮
に
は
台
座
に
「
明
治
三
十
六
年
九
月
建
之
」
と
あ
り
、

氷
見
市
園
の
園
生
神
社
に
台
座
に
「
上
野
菊
蔵
」
と
刻
字
が
あ
る
。
富
山
市
八
尾
町
高
熊
の

八
坂
社
に
は
台
座
に
「
石
川
縣
金
澤
市
五
寶
町 

石
工 

近
松
松
エ
平
刻
」
「
明
治
三
十
四

年
八
月
」
「
世
話
人 

本
多
與
七
郎 

布
■
又
三
郎 

田
中
又
五
郎 

高
木
治
郎
三
郎
」 

と
あ
る
。 

ま
だ
ま
だ
県
内
の
神
社
に
ひ
っ
そ
り
と
居
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
調
査
に
期
待

し
た
い
。
ま
た
こ
の
稿
に
際
し
、
滝
本
や
す
し
氏
、
酒
井
靖
春
氏
に
ご
教
示
を
得
た
。 
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野々市市清金１丁目 

中宮神社 

大正４年 

石匠 相森(幹太郎) 

七尾市小島町 

曹洞宗龍門寺 

金沢市天神町１丁目 

椿原神社 

安政６年 

石工 松田七左エ門 

野々市市矢作１丁目 

藤岡諏訪神社 

平成２６年建て替え 

金沢市本多町３丁目 

石浦神社 

明治２４年 

石工 福嶋伊之助 

金沢市袋板屋町 

八幡板屋神社 

昭和３３年 

加
賀
逆
立
ち
狛
犬 

 

滝
本 

や
す
し 

  

加
賀
逆
立
ち
狛
犬
は
金
沢
逆
さ
狛
犬
と
も
称
さ
れ
、
加
賀
地
方
北
部
を
中
心
に
石
川
県

内
に
数
多
く
確
認
さ
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
は
神
社
の
参
道
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
参
道
か
ら

外
れ
て
い
る
も
の
や
、
拝
殿
内
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
希
で
あ
る
が
、
寺
院

の
参
道
な
ど
に
も
作
例
が
確
認
さ
れ
る
。
精
査
し
て
い
な
い
の
で
実
数
を
確
定
で
き
な
い

が
、
暫
定
数
と
し
て
参
道
狛
犬
が
百
十
九
対
、
そ
の
他
に
特
例
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
。 

逆
立
ち
型
の
参
道
狛
犬
は
全
て
石
造
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
凝
灰
岩
で
あ
る
が
、
安
山
岩

や
花
崗
岩
の
も
の
も
み
ら
れ
る
。
参
道
左
側
が
阿
形
で
右
側
の
吽
形
の
み
が
後
ろ
足
を
上

げ
て
い
る
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
そ
の
逆
の
も
の
や
、
二
体
共
に
後
ろ
足
を
上
げ
て
い

る
作
例
も
み
ら
れ
る
。
石
工
の
多
く
は
金
沢
や
松
任(

現
白
山
市)

な
ど
の
加
賀
地
方
北
部

で
、
加
工
さ
れ
ず
に
搬
入
さ
れ
た
石
材
を
地
元
で
彫
っ
て
い
る
。
逆
立
ち
狛
犬
の
大
多
数
を

占
め
る
の
は
淡
青
色
凝
灰
岩
で
あ
る
が
、
福
井
県
福
井
市
の
笏
谷
石
や
石
川
県
小
松
市
の

滝
ケ
原
石
な
ど
が
混
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
逆
立
ち
狛
犬
が
多
く
作
ら
れ
た
明
治
時

代
後
半
か
ら
昭
和
戦
前
に
か
け
て
は
、
滝
ケ
原
で
は
十
ケ
所
以
上
の
石
切
丁
場
が
稼
働
し

量
産
さ
れ
て
い
た
。
笏
谷
石
も
滝
ケ
原
石
も
、
加
工
さ
れ
て
い
な
い
石
材
の
ま
ま
北
加
賀
方

面
へ
送
ら
れ
て
い
た
。
良
質
な
滝
ケ
原
石
は
見
た
目
だ
け
で
は
笏
谷
石
と
の
区
別
が
で
き

な
い
ほ
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
価
な
笏
谷
石
か
ら
安
価
な
滝
ケ
原
石
へ
と
切
り
替
わ
っ

た
時
期
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
個
別
の
狛
犬
に
関
し
て
は
、
石
材
の
産
地
を
特
定
で
き
な
い

も
の
が
多
い
。
個
別
に
組
成
分
析
や
帯
磁
率
測
定
な
ど
を
行
え
ば
、
高
い
確
率
で
石
材
の
産

地
を
判
別
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

逆
立
ち
狛
犬
の
在
銘
最
古
の
作
例
は
、
金
沢
市
天
神
町
の
椿
原
神
社
の
も
の
で
、
金
沢
市

山
間
部
で
産
出
さ
れ
る
赤
戸
室
石(

安
山
岩)

製
で
、
台
座
に
「
安
政
六
己
未
年
／
八
月
吉
日

／
石
工
／
松
田
七
左
エ
門
」
の
銘
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
狛
犬
は
令
和
六
年
元
日
の

能
登
半
島
地
震
に
よ
っ
て
台
座
が
崩
壊
し
、
参
道
左
側
の
吽
形
が
転
落
、
後
ろ
足
を
上
げ
て

い
る
右
側
の
阿
形
も
傾
き
転
落
し
そ
う
で
あ
る
。 
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第
67
回
例
会
報
告 

滑
川
市
の
石
仏
巡
り
① 

 

川
端 

典
子 

  

十
月
二
十
日(
日)

第
67
回
例
会
「
滑
川
市
の
石
仏
め
ぐ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。
石
川
・

富
山
か
ら
集
ま
っ
た
総
勢
十
二
名
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
て
富
山
県
滑
川
市
の
石
仏
め
ぐ
り

を
楽
し
ん
だ
。
こ
こ
で
は
印
象
に
残
っ
た
石
仏
を
中
心
に
簡
単
に
報
告
し
た
い
。 

〔
コ
ー
ス
〕
①
東
金
屋
「
マ
ン
ド
ウ
様
」→

②
道
寺
「
ミ
ズ
カ
ミ
様
」→

③
柳
原
「
不
動

明
王
」
他→

④
曹
洞
宗
柳
原
寺
「
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
石
仏
」
他→

⑤
柳
原
櫟
原
神
社

「
道
祖
神
」
他→

⑥
曹
洞
宗
徳
城
寺
「
金
剛
経
宝
塔
」
他→

昼
食→

⑦
神
明
町
櫟
原
神
社

「
越
前
狛
犬
」
他→

⑧
坪
川
「
一
里
塚
」
他→

⑨
笠
木
「
不
動
明
王
」
他→

⑩
追
分
「
六

地
蔵
」
他
⑪
四
ツ
屋
「
三
宝
荒
神
」
他…

…
…
…
…

〇
数
字
の
後
は
所
在
地
名 

 

朝
八
時
二
十
分
、
滑
川
市
立
博
物
館
に
集
合
し
、
三
台
の
乗
用
車
に
乗
り
合
わ
せ
て
出

発
。
ま
ず
は
博
物
館
か
ら
ほ
ど
近
い
①
東
金
屋
の
八
幡
神
社
境
内
の
マ
ン
ド
ウ
様
を
見
学

し
た
。
滑
川
市
で
は
『
滑
川
の
民
俗 

下
』
に
十
三
体
の
マ
ン
ド
ウ
様
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
こ
ち
ら
も
そ
の
中
の
一
つ
と
い
う
こ
と
だ
。
白
く
綺
麗
な
石
材
に
紺
～
水
色
の
彩
色

が
な
さ
れ
て
い
る
。
尾
田
氏
と
滝
本
氏
か
ら
雨
宝
童
子
や
水
天
に
つ
い
て
丁
寧
に
ご
説
明

頂
い
た
が
、
彩
色
か
ら
も
水
と
の
関
わ
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
柔
和
な
表
情
が
と
て

も
印
象
的
な
石
仏
だ
っ
た
。
続
い
て
柳
原
地
区
へ
移
動
中
に
巨
石
「
ミ
ズ
カ
ミ
様
」
に
立

ち
寄
っ
た
。
石
に
は
嘉
永
六
年
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
巨
石
を
百
七
十
年
以
上

も
田
畑
の
一
角
に
安
置
し
て
い
る
日
本
人
の
心
に
思
い
を
馳
せ
た
。
続
い
て
③
で
は
立
派

な
木
造
の
堂
内
に
あ
る
不
動
明
王
三
体
と
地
蔵
を
見
学
し
た
。
ひ
と
き
わ
大
き
な
不
動
明

王
は
高
さ
134

cm
も
あ
り
、
鮮
や
か
に
赤
彩
さ
れ
て
い
る
。
大
岩
不
動
を
模
し
た
と
さ
れ

る
が
、
そ
ち
ら
よ
り
や
や
可
愛
ら
し
く
見
え
て
し
ま
っ
た
。 

 

そ
の
後
④
で
百
体
以
上
の
石
仏
を
見
学
、
⑤
、
⑥
を
見
学
後
に
道
の
駅
で
昼
食
を
と
っ

た
。
午
後
は
⑦
笏
谷
石
製
の
狛
犬
と
国
登
録
有
形
文
化
財
の
鳥
居
を
見
学
、
⑧
に
移
動
し

た
。
現
在
富
山
県
内
の
一
里
塚
は
こ
こ
を
含
め
て
四
カ
所
だ
け
で
、
貴
重
な
場
所
と
言
え

る
。
こ
の
一
里
塚
（
南
北
）
に
は
様
々
な
石
造
物
が
あ
り
、
自
身
が
強
い
関
心
を
持
つ
青

面
金
剛
も
み
ら
れ
た
。
富
山
東
部
朝
日
町
周
辺
の
像
容
と
の
違
い
が
感
じ
ら
れ
て
興
味
深

か
っ
た
。 

次
に
⑨
、
⑩
、
⑪
と
見
学
し
た
が
、
⑪
に
つ
い
て
書
い
て
お
き
た
い
。
こ
こ
に
は
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
小
堂
と
木
造
の
堂
が
あ
る
。
小
堂
に
は
石
造
の
作
例
が
少
な
い
と
い
う
三
宝

荒
神
が
あ
っ
た
。
初
見
で
あ
る
。
木
造
の
堂
に
は
十
体
ほ
ど
の
石
仏
が
納
め
ら
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
場
所
由
来
と
考
え
ら
れ
る
。
中
に
①
で
も
見
た
マ
ン
ド
ウ
様
の
丸
彫

り
の
像
が
あ
っ
た
が
、
滑
川
市
で
マ
ン
ド
ウ
様
と
し
て
こ
れ
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
石
仏
の
来
歴
が
気
に
な
っ
た
。 

以
上
、
簡
単
な
報
告
と
な
る
が
、
今
回
の
例
会
で
は
マ
ン
ド
ウ
様
に
つ
い
て
興
味
が
膨
ら

ん
だ
の
で
、
今
後
も
気
を
付
け
て
見
て
み
た
い
。
秋
晴
れ
の
中
、
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
メ
ン

バ
ー
と
共
に
多
く
の
石
仏
を
め
ぐ
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
例
会
と
な
っ
た
。 

  

第
67
回
例
会
報
告 

滑
川
市
の
石
仏
巡
り
② 

 

尾
田 

武
雄 

  

十
月
二
十
日
に
北
陸
石
仏
の
会
第
67
回
例
会
滑
川
の
石
仏
め
ぐ
り
が
開
か
れ
た
。
滝
本

や
す
し
北
陸
石
仏
の
会
副
会
長
の
案
内
で
市
内
の
珍
し
い
石
仏
に
お
会
い
で
き
た
。
東
金

屋
の
八
幡
神
社
境
内
の
マ
ン
ド
ウ
様
に
は
、
初
対
面
で
驚
い
た
。
向
背
に
蛇
四
匹
が
お
り
宝

棒
を
持
ち
宝
冠
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
水
の
神
さ
ま
の
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。
雨
宝
童
子
の
変
形

か
と
も
思
え
る
。
四
ツ
屋
の
雨
宝
童
子
も
珍
し
い
。
曹
洞
宗
徳
成
寺
の
石
仏
群
、
同
宗
柳
原

寺
の
四
国
八
十
八
ヵ
所
霊
場
石
仏
も
き
れ
い
な
お
姿
で
待
っ
て
お
ら
れ
た
。
一
里
塚
の
法

華
塔
、
青
面
金
剛
、
名
号
塔
な
ど
を
拝
見
し
、
笠
木
の
大
岩
不
動
の
五
体
揃
っ
た
摸
刻
像
、

兵
隊
地
蔵
な
ど
多
く
を
拝
見
で
き
た
。 

 

今
回
も
ま
た
、
滝
本
氏
の
丁
寧
な
資
料
作
成
、
一
貫
し
て
ご
案
内
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。
ま
た
新
し
い
会
員
も
増
え
、
当
会
の
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。 
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⑦神明町櫟原神社にて記念撮影 ①東金屋のマンドウ様 

④柳原寺の四国八十八ヶ所霊場石仏群 ⑧坪川一里塚の石塔群 

⑨笠木の兵隊地蔵を見学 ⑪四ツ屋のマンドウ様 

                            

        

 令和７年度の会費を同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。  


